
 付　録   1

■幼保連携型認定こども園教育・保育要領（抄）
　〈表　現〉

内閣府・文部科学省・厚生労働省
2014（平成26）年 4月30日告示／2015（平成27）年 4月 1日施行

感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して，豊かな感性や表現する
力を養い，創造性を豊かにする。

1　ねらい
　（1） いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性を持つ。
　（2） 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
　（3） 生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。

2　内　容
　（1） 生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりす

るなどして楽しむ。
　（2） 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを豊かにする。
　（3） 様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
　（4） 感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，自由にかいた

り，つくったりなどする。
　（5） いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。
　（6） 音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさ

を味わう。

子どもの音感受の世界
─心の耳を育む音感受教育による保育内容「表現」の探究─
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　（7） かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなどす
る。

　（8） 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりするなどの
楽しさを味わう。

3　内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要がある。
　（1） 豊かな感性は，自然などの身近な環境と十分にかかわる中で美しいもの，優

れたもの，心を動かす出来事などに出会い，そこから得た感動を他の園児や
保育教諭等と共有し，様々に表現することなどを通して養われるようにする
こと。

　（2） 乳幼児期における自己表現は素朴な形で行われることが多いので，保育教諭
等はそのような表現を受容し，園児自身の表現しようとする意欲を受け止め
て，園児が生活の中で乳幼児期らしい様々な表現を楽しむことができるよう
にすること。

　（3） 生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表現する意欲を十分に発
揮させることができるように，遊具や用具などを整えたり，他の園児の表現
に触れられるよう配慮したりし，表現する過程を大切にして自己表現を楽し
めるように工夫をすること。

■幼稚園教育要領（抄）
　〈表　現〉

文部科学省
2008（平成20）年 3月28日告示／2009（平成21）年 4月 1日施行

感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して，豊かな感性や表現する
力を養い，創造性を豊かにする。

1　ねらい
　（1） いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
　（2） 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
　（3） 生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。
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2　内　容
　（1） 生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりす

るなどして楽しむ。
　（2） 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを豊かにする。
　（3） 様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
　（4） 感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，自由にかいた

り，つくったりなどする。
　（5） いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。
　（6） 音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさ

を味わう。
　（7） かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなどす

る。
　（8） 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりするなどの

楽しさを味わう。

3　内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要がある。
　（1） 豊かな感性は，自然などの身近な環境と十分にかかわる中で美しいもの，優

れたもの，心を動かす出来事などに出会い，そこから得た感動を他の幼児や
教師と共有し，様々に表現することなどを通して養われるようにすること。

　（2） 幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので，教師はそのような表
現を受容し，幼児自身の表現しようとする意欲を受け止めて，幼児が生活の
中で幼児らしい様々な表現を楽しむことができるようにすること。

　（3） 生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表現する意欲を十分に発
揮させることができるように，遊具や用具などを整えたり，他の幼児の表現
に触れられるよう配慮したりし，表現する過程を大切にして自己表現を楽し
めるように工夫すること。
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■保育所保育指針（抄）
　〈表　現〉

厚生労働省
2008（平成20）年 3月28日告示／2009（平成21）年 4月 1日施行

感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して，豊かな感性や表現する
力を養い，創造性を豊かにする。

（ア）ねらい
　①いろいろな物の美しさなどに対する豊かな感性を持つ。
　②感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
　③生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。

（イ）内　容
　①水，砂，土，紙，粘土など様々な素材に触れて楽しむ。
　②  保育士等と一緒に歌ったり，手遊びをしたり，リズムに合わせて体を動かした

りして遊ぶ。
　③  生活の中で様々な音，色，形，手触り，動き，味，香りなどに気付いたり，感

じたりして楽しむ。
　④生活の中で様々な出来事に触れ，イメージを豊かにする。
　⑤様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
　⑥  感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，自由にかいたり，

つくったりする。
　⑦いろいろな素材や用具に親しみ，工夫して遊ぶ。
　⑧  音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりする楽しさを味わ

う。
　⑨  かいたり，つくったりすることを楽しみ，それを遊びに使ったり，飾ったりす

る。
　⑩  自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりする楽しさを

味わう。


